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南宮大社の“辰” 

２０２４年  

 

スクラムの輪 

       事  業  名 日 時 曜日 場 所 

１ シニアはつらつ教室 
２日 
１３：００～１５：１０ 

月 
まちセン 
 大会議室 

２ 水墨画教室 ６日・２０日 
１９：００～２１：００ 

金 
まちセン 
 大会議室 

３ 絵手紙教室 ８日・２２日 
１３：００～１５：００ 

日 
まちセン 
 大会議室 

４ 健康マージャン教室 
９日・２３日 
１３：００～１６：３０ 月 

まちセン 

 小会議室 

５ 池坊生け花クラブ 
９日・２３日 
１０：００～１２：００ 月 

まちセン 

 大会議室 

６ 宮代茶道クラブ 
９日・30日 

１８：00～２１:00 
 

月 和室 

７ 音（おと）楽（らく）倶楽部 

１１日・２５日 
１８：３０～２１：００ 

１２日・２６日 
１０：００～１２：００ 

 

水 

木 
まちセン 
 大会議室 

８ 千之子ども「お花教室」 
２１日 
９：３０～１１：３０ 

土 
まちセン 

 大会議室 

行 事 予 定 

 もう一人の善人 

常の識ということは、みな善人を根本において生活しているという 

ことだと思います。自身を振り返る時、そう思います。しかし、私達

が何かを主張するとき「斯くあるべきだ」とか「斯くあるべし」的な

発言をします。が、もう一人の善人とはいざとなったら「私がやる」

という責任主体をいうのではないだろうか。「～すべき」、「～したらいい」と

いう話はよく聞くが、「私がします」という言葉を聞くことは少ない。要は、誰

彼も責任を取りたくないのであり、無責任な立場で好き勝手に他人を批判する立

場側にいたいだけなのである。「～したらいい」という話は、結局「私以外の誰

かが～したらいい」という事なのだろう。つまり、もう一人の善人とは「私のこ

と」と捉える責任主体のことではないかと思うのです。 

自らを「是」としていればこそ、人前にも出られる。社会生活も送れる。だが 

その善人意識が人の世を、いかに汚染している源泉であることに気づこうとしな

い自分がそこにはいるのです。この一点を、問い返させられることがあった！ 

それが私の驚きだったのである。もう一人の善人とは、「私がやる」という責任 

主体のことではないのでしょうか。 
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  活 動 報 告 

 ８月1日 宮代小学校の「留守家庭教室」の様子  

 ８月４日「宮代夏祭り実行委員会」が開催されました  



２ 

 

宮代まちづくりセンター西方の景色 

中山社北野俳句会 ８月例会から 文芸の広場 宮代伝統の句会、身を地に託し  

その心を言葉の華と咲かせて 

届けて下さる人がいます…… 

  ✽芋の葉に 風受け遊ぶ 露の玉 
             久保田 紘義  

  ✸雨上がる 蝉の初鳴き 世に知らせ 
                     石垣 珠泉 

  ❉短夜
みじかよ

の 今日の終りの 明り消す 
             大羽 志津子 

   ❆夜の空を 星をつなげば かき氷 

               中嶋 結映   
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紙面充実へ皆さまのご意見をお寄せ下さい紙面充実へ皆さまのご意見をお寄せ下さい 

  ９月・１０月の休館日(予定）     

  ９月  ３日(火） ・  １０日（火） 

      １７日(火) ・   ２４日（火）  

 １０月  １日（火）  ・  ８日(火) 

     １５日（火）  ・ ２２日（火） 

     ２９日（火） 

  南宮山登山大会 

 ＜編集後記＞  ★「秋分の日」 
 毎年９月２２日頃を「秋分の日」とされています。暑い夏から涼しい秋へと変わり 

 初め、昼の長さと夜の長さがほぼ同じになります。また、秋分の日近くの時期７日 

 間（秋分の日の前後３日間）を「お彼岸」と言って、ご先祖様や亡くなった人たち 

 のことを思い出して大切にする習わしがあります。秋分には「おはぎ」をお供えします 

 が、春分の日は「ぼたもち」をお供えします。同じ物ですが、「ぼたもち」は春の花の 

 牡（ぼたん）、「おはぎ」は秋の花の萩（はぎ）に由来していると言われています。 

 秋分の日には家族でお墓参りなどされては如何ですか。 

８月11日（日）「山の日」に恒例の「南宮山登山大

会」が開催されました。天候にも恵まれ、約100名の

方が参加され、早朝5時に南宮大社の楼門を出発し,

山頂を目指して、片道約1時間の行程を、子ども園の 

園児から、80歳を超えた方まで、途中休憩を取りな

がら元気に登られました。頂上では、「宮代の自然

と歴史・文化を愛する会」の会員から関ヶ原合戦の

際の毛利軍の城跡や戦略について説明会が開催さ

れ、下山後は頂上で引いたクジ引きの商品を受け

取って、全員

さわやかな表

情で帰路に就

かれました。

 第７１回 宮代夏祭り 

８月12日(月)の振替休日に、「第71回 宮代夏り」

が、会場を以前の、南宮大社駐車場にて開催されまし

た。木村県議会議員・早野町長・若山町議会議長・ 

和田教育長にご臨席賜り、商工会によるバザー、体育

推進委員会によるマグダーツゲーム、青少年育成委員

会によるお菓子の手づかみ大会、今回初めて子ども育

成会の竹灯籠の展示と、恒例のまちづくり協議会の 

団扇の抽選会、餅まき大会が実施され、少し涼しく

なった時間に、宮代ソーラン踊り、太鼓保存会と小学

校六年生による雨乞い太鼓踊りが披露されました。 
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